
Title 自然科学と精神科学の分類を回るディルタイとヴィン
デルバントの論争

Author(s) 大野, 篤一郎

Citation 哲学論叢. 1985, 16, p. 89-106

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/66831

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKAThe University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



89 

他
方
、

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、

え
、
新
し
い
学
問
の
分
類
方
法
を
提
案
し
た
。

学
の
創
立
記
念
祭
に
際
し
て
、
『
歴
史
と
自
然
科
学
』

『
比
較
心
理
学
に
つ
い
て
』

(
U
b
e
r

d
i
e
 G
e
i
s
t
e
s
w
匂
gs
c
h
a
f
t
 g)以
来
、

一
八
八
三
年
の
『
精
神
科
学
序
説
』

(Et.n[e2.tuミ
g

i
n
 

『
個
体
性
』
論
文
成
立
の
背
景

デ
ィ
ル
タ
イ
が
『
記
述
的
分
析
的
心
理
学
に
関
す
る
諸
想
』

(
I
d
e
e
n

忠
e
r

e
i
n
e
 
b
e
s
c
h
r
e
i
b
eミ
d
e

u
u
d
 z
e
r
g
l
芯
d
e
m
d
e

P
s
y
c
h
o
l
o
g
i
e
)

を
プ
ロ
イ
セ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
究
報
告
と
し
て
公
刊
し
た
一
八
九
四
年
、
新
カ
ン
ト
派
の
哲
学
者
で
、
シ
ュ

ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
の
学
長
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト

(
i
l
h
e
l
m
W
i
n
d
e
l
b
a
n
d
 1
8
4
8
 |
 1
9
1
5
)

は
、
同
大

(
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
u
n
d
 N
a
t
u
r
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
)

と
題
す
る
講
演
を
行
な
い
、

そ
の
中
で
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
名
前
は
一
度
も
挙
げ
な
い
で
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が

一
貫
し
て
主
張
し
て
来
た
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
へ
の
学
問
の
分
類
に
対
し
て
異
議
を
唱

一
八
九
五
年
四
月
二
十
五
日
、

プ
ロ
イ
セ
ソ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
で

大

野

デ
ィ
ル
タ
イ
と
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
論
争

自
然
科
学
と
精
神
科
学
の
分
類
を
回
る

篤

郎
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こ
れ
ら
の
論
文
が
結
末
に
達
す
る
や
否
や
、

謎
r
g
l
e
i
c
h
e
n
d
e
P
s
y
c
h
o
l
o
g
i
e
)
と
題
す
る
研
究
報
告
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
前
年
、

L
i
t
e
r
a
t
u
r
 
u
n
d
 G
e
匂
e
s
w
i
s
s
e
n
-

一
八
九
四
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
諸
想
』
の

続
編
と
し
て
構
想
さ
れ
、
精
神
科
学
を
基
礎
づ
け
る
心
理
学
は
、
個
体
性
を
取
り
扱
う
比
較
心
理
学
と
し
て
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

(
G
r
a
f
 
P
a
u
l
 
Y
o
r
c
k
 v
o
u
 W
a
r
t
e
u
b
u
r
g
 1
8
3
5ー
ー

1
8
9
7
)

宛
の
手
紙
の
中
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

(

1

)

（

2
)
 

「
先
ず
、
私
は
ク
ロ
イ
ト

(
K
r
e
u
t
h
)
で
、
今
後
、
あ
の
書
物
の
継
続
の
新
し
い
基
礎
と
な
る
比
較
心
理
学
を
執
筆
し
ま
し
た
°
先

ず
、
私
は
以
前
に
、
部
分
的
に
は
あ
な
た
の
と
こ
ろ
で
書
か
れ
た
も
の
を
一
一
倍
以
上
に
ふ
や
し
、
書
ぎ
直
し
ま
し
た
。
最
初
の
部
分
を

(

3

)

 

あ
な
た
は
数
日
中
に
受
け
取
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
部
分
は
殆
ど
全
く
新
し
く
、
ヴ
ン
ト

(
i
l
h
e
l
m
W
u
n
d
t
 1
8
3
2
 |
 1
9
2
0
)

の

(

4

)

 

第
二
巻
を
読
ん
で
、
彼
や
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
よ
っ
て
絶
え
ず
繰
り
返
さ
れ
る
、
内
的
経
験
の
概
念
の
持
つ
解
き
難
い
矛
盾
に
つ
い

て
の
説
明
に
対
し
て
、
ま
た
、
心
的
な
も
の
の
概
念
を
内
的
経
験
の
概
念
と
関
係
さ
せ
、
こ
う
し
て
精
神
科
学
の
概
念
を
内
的
経
験
に

基
づ
け
る
こ
と
の
不
可
能
性
に
つ
い
て
の
説
明
に
対
し
て
、
こ
の
基
礎
を
正
当
化
し
よ
う
と
い
う
欲
求
が
湧
き
ま
し
た
。
…
…
私
は
、

一
緒
に
し
て
『
比
較
心
理
学
1

歴
史
、
文
学
及
び
精
神
科
学
の
研
究
の
た
め
の
論
文
』

(
V
e
r
g
l
e
i
c
h
 g
 d
e
 P
s
y
c
h
o
l
o
g
笠
e
i
n
B
e
i
t
苔
g

M
u
m
 S
t
u
d
芯
m

g
o
n
 
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
,
 

(

5

)

 

s
c
h
a
f
t
e
n
)
と
し
て
印
刷
さ
せ
る
つ
も
り
で
す
。
」

―
ペ
ー
ジ
以
下
に
掲
載
さ
れ
た
、

こ
の
手
紙
が
書
か
れ
て
か
ら
数
日
の
間
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
『
心
理
学
雑
誌
』
(
Neitschrift fiir P
s
y
c
h
o
l
o
g
i
e
)

第
九
巻
一
六

ベ
ル
リ
ン
大
学
の
同
僚
で
、
心
理
学
者
の
ヘ
ル
マ
ン
・
エ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス

(
H
e
r
m
a
n
n
E
b
b
i
n
g
-

h
a
u
s
 1
8
5
0
-
1
9
0
9
)

の
『
説
明
的
心
理
学
と
記
述
的
心
理
学
に
つ
い
て
』

(
U
b
e
r
e
r
k
[き
r
e
n
d
e
u
n
d
 b
e
s
c
h
r
e
i
b
e謎
d
e
P
s
y
c
h
o
 ,
 

l
o
g
i
e
)
と
題
す
る
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
『
諸
想
』
に
対
す
る
思
い
が
け
ぬ
程
手
厳
し
い
書
評
を
読
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
昨
年
、
ズ
ー
ア

な
い
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
八
九
五
年
十
月
十
三
日
付
の
ヨ
ル
ク
伯
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る
反
論
と
し
て
書
か
れ
た
注
に
つ
い
て
、

自然科学と精神科学の分類を回るディルタイとヴィンデルバントの論争

ニ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
書
評
に
対
す

送
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

形
で
、

カ
ン
プ
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
た
ロ
ー
デ
ィ
と
レ
ッ
シ
ン
グ
の
共
同
編
集
に
な
る
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ
ル
タ
イ
の
哲
学
の
た
め
の
資

料
』
(
M
a
t
e
r
i
a
l
i
e
n
z
u
 P
h
i
l
o
s
o
p
h
i
e
 W
•
D
i
ミt
h
e
y
s
.
Hrsg. v• 

F
.
R
o
d
i
 
u• 

H
.
-
U
.
 Lessing. 
F
r
a
n
k
f
u
r
t
 
a. 
M
・
"
 
1
9
8
4
)
 

に
、
こ
の
ニ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
論
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
本
の
冒
頭
の
編
者
に
よ
っ
て
害
か
れ
た
「
序
論
」
の
中
に
、

一
八
九
五
年
十
月
二
十
七
日
付
の
デ
ィ
ル
タ
イ
宛
の
ニ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
未
刊
の
手
紙
が
部
分
的
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
紙
は
、

そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
彼
の
書
評
を
読
ん
だ
デ
ィ
ル
タ
イ
の
手
紙
に
対
す
る
返
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
デ
ィ
ル
タ

ョ
ル
ク
伯
宛
の
手
紙
を
書
い
た
日
と
、
こ
の
エ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
手
紙
が
書
か
れ
た
日
と
の
間
、
即
ち
、
十

『
デ
ィ
ル
タ
イ
全
集
』
第
五
巻
の
編
集
者
で
あ
る
G

・
ミ
ッ
シ
ュ

(
G
e
o
r
g
M
i
s
c
h
 1
8
7
8
 |
 1
9
6
5
)

の
報
告
に
よ
る
と
、
こ
の
ニ
ビ

ン
グ
ハ
ウ
ス
の
書
評
に
対
す
る
デ
ィ
ル
タ
イ
の
反
論
の
草
稿
が
彼
の
遺
稿
の
中
に
見
出
さ
れ
、
そ
の
―
つ
は
―

-
0ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
も

(

6

)
 

の
で
、
も
う
一
っ
は
四
十
六
ペ
ー
ジ
の
草
稲
で
あ
る
と
い
う
0

一
八
九
五
年
十
月
十
一
―
―
日
以
降
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
『
比
較
心
理
学
』
の
論
文
の
第
一
章
、

に
答
え
た
部
分
を
削
除
し
、
そ
の
代
り
に
、
前
著
『
諸
想
』
の
根
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
の
要
約
を
挿
入
し
、
そ
れ
に
対
す
る
注
の

ェ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
書
評
に
対
す
る
反
論
を
書
こ
う
と
し
た
。
こ
の
手
を
加
え
ら
れ
た
草
稿
を
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、

一
八
九
六
年
一
月
十
五
日
付
の
デ
ィ
ル
タ
イ
宛
の
書
簡
の
中
で
、
ヨ
ル
ク
伯
は
、
こ
の
改
稿
に
つ
い
て
、
「
書
か

(

7

)
 

れ
た
も
の
は
、
う
ま
く
調
整
さ
れ
て
い
る
の
で
、
削
除
（
複
数
）
は
目
に
つ
き
ま
せ
ん
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
時
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は

『
比
較
心
理
学
』
の
第
五
章
を
も
、
後
で
別
の
論
文
に
使
用
す
る
た
め
に
削
除
し
て
い
た
。
ま
た
、

月
十
三
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
間
に
、

つ
ま
り
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ソ
ト
の
批
判

ョ
ル
ク
伯
は
「
そ
れ
は
、
実
際
、
と
て
も
調
子
が
和
ら
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
冷
静
な

エ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
書
評
を
読
ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
°

イ
が
、
先
に
引
用
し
た
、

ヨ
ル
ク
伯
に
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し
か
し
、

こ
の
区
分
は
、

配
的
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
デ
カ
ル
ト
、

ス
ピ
ノ
ザ
か
ら
ジ
ェ
リ
ソ
グ
、

然
科
学
と
精
神
科
学
へ
の
学
問
の
分
類
に
先
ず
異
議
を
唱
え
る
。

ン
デ
ル
バ
ン
ド
の
論
争
を
扱
う
こ
と
に
す
る
。

(

8

)

 

形
が
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
正
し
い
形
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
い
っ
て
い
る
。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
い
て
は
な
お
自
明
で
あ
っ
た
こ
の
自

ミ
ッ
シ
ュ
は
『
全
集
』
第
五
巻
の
編
集
に
際
し
て
、
こ
の
要
約
と
注
と
を
、
前
著
『
諸
想
』
の
後
に
注
と
し
て
加
え
、
第
一
章
に
元

の
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
批
判
に
対
す
る
反
論
を
復
活
さ
せ
、
第
五
章
も
削
除
し
な
い
形
に
戻
し
た
。
従
っ
て
、
現
在
、
わ
れ
わ
れ
が

『
全
集
』
第
五
巻
の
中
に
見
出
す
『
個
体
性
研
究
の
た
め
の
論
文
』

(
B
e
i
t
r
a
g
e
z
u
m
 S
t
u
d
芯
m
d
e
r
I謎
d
ざ
民
u
a
l
ざ
it)
は
、
標

題
に
関
し
て
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
一
八
九
六
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
究
報
告
と
し
て
印
刷
に
付
し
た
も
の
と
同
じ
で

あ
る
が
、
内
容
に
関
し
て
い
え
ば
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
ェ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
書
評
を
読
む
前
に
、
即
ち
、

(

9

)

 

構
想
し
て
い
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。

本
論
文
で
は
、
こ
の
『
個
体
性
』
論
文
の
第
一
章
を
中
心
に
し
て
、
精
神
科
学
と
自
然
科
学
へ
の
分
類
を
回
る
デ
ィ
ル
タ
イ
と
ヴ
ィ

自
然
科
学
と
精
神
科
学
へ
の
分
類
に
対
す
る
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
批
判

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『
歴
史
と
自
然
科
学
』
と
い
う
講
演
の
中
で
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
主
張
し
た
、
自

第
一
に
、
「
自
然
」
と
「
精
神
」
と
を
対
立
さ
せ
る
考
え
方
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
古
代
的
思
惟
の
末
期
と
中
世
的
思
惟
の
初
期
に
支

ヘ
ー
ゲ
ル
ま
で
の
形
而
上
学
の
中
で
維
持
さ
れ
て
来
た
。

(

1

0

)

 

「
吟
味
さ
れ
ず
に
分
類
の
基
礎
と
さ
れ
る
ほ
ど
、
確
実
で
自
明
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
」
と

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
は
い
う
。
こ
の
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
の
主
張
の
背
景
に
は
、

一
八
九
五
年
十
月
十
＿
―
-
日
頃
に
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し
て
承
認
さ
れ
な
い
と
批
判
す
る
。

そ
う
い

然
と
精
神
と
の
区
別
が
、
十
九
世
紀
末
に
は
、
自
然
科
学
の
発
達
に
よ
っ
て
そ
れ
ほ
ど
自
明
で
な
く
な
っ
た
と
い
う
歴
史
的
状
況
が
あ

s
e
n
s
a
t
i
o
n
と
reflection)
と
い
う
認
識
方
法
上
の
区
別
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
最
近
の
認
識
批
判
は
…
…
『
内
的
知
覚
』
を
特

(
1
1
)
 

殊
な
認
識
の
仕
方
と
し
て
仮
定
す
る
こ
と
を
疑
わ
し
く
し
た
」
と
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
い
う
。
こ
の
主
張
の
背
景
に
は
、
こ
の
当
時
、

ヴ
ン
ト
等
の
実
験
心
理
学
が
確
立
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
「
内
観
法
」
に
対
し
て
疑
問
が
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
情
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
批
判
も
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
名
前
を
挙
げ
て
は
い
な
い
が
、
彼
の
『
諸
想
』
を
念
頭
に
置
い
た
批
判
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が

な
い
。
例
え
ば
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
こ
の
論
文
の
中
で
、
「
外
的
知
覚
と
は
違
っ
て
、
内
的
知
覚
は
、
覚
知

(
I
n
n
e
w
e
r
d
e
n
)
、
体
験
に

(
1
2
)
 

基
づ
い
て
お
り
、
直
接
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
」
(
V
.
1
7
0
)

と
い
っ
て
い
る
。

更
に
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
、

い
わ
ゆ
る
精
神
科
学
の
取
り
扱
う
事
実
が
、
内
的
知
覚
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
決

第
三
に
、
も
し
、
す
べ
て
の
科
学
を
自
然
科
学
か
精
神
科
学
の
い
ず
れ
か
に
分
類
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、
心
理
学
は
一

体
ど
ち
ら
に
分
類
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
°
研
究
対
象
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
精
神
科
学
に
分
類
さ
れ
、
他
の
精

神
科
学
の
基
礎
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
研
究
方
法
に
関
し
て
い
え
ば
、
心
理
学
の
方
法
は
自
然
科
学
の
方
法
で
あ
る
。

何
故
な
ら
、
「
心
理
学
は
、
自
然
科
学
と
同
様
、
事
実
が
従
っ
て
い
る
普
遍
的
合
法
則
性
を
理
解
す
る
と
い
う
観
点
の
下
に
、

(

1

3

)

 

う
目
的
の
た
め
に
の
み
、
事
実
を
確
認
し
、
集
め
、
手
を
加
え
る
」
か
ら
で
あ
る
。
心
理
学
が
探
究
す
る
の
は
心
的
出
来
事
の
法
則
で

第
二
に
、
近
世
哲
学
に
お
い
て
は
、
こ
の
対
立
の
根
底
に
は
、

る。

ロ
ッ
ク
以
来
の
外
的
知
覚
と
内
的
知
覚
（
ロ
ッ
ク
自
身
の
用
語
で
は



で
あ
る
と
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
主
張
し
て
い
る
°

こ
の
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
批
判
は
、
『
諸
想
』
の
中
で
デ
ィ
ル
タ
イ
が
展
開
し
た

し
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
批
判
し
た
「
説
明
的
心
理
学
」
こ
そ
本
来
の
心
理
学
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
可
能
性
を
否
定

最
後
に
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
、
経
験
科
学
を
純
粋
に
方
法
論
の
相
違
に
基
づ
い
て
分
類
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
彼
に
よ

れ
ぼ
、
あ
る
経
験
科
学
は
、
普
遍
的
法
則
を
探
究
し
、
他
の
経
験
科
学
は
、
特
殊
な
、

一
回
限
り
の
歴
史
的
事
実
を
探
究
す
る
と
す
れ

ば
、
わ
れ
わ
れ
は
経
験
科
学
を
自
然
科
学
と
精
神
科
学
に
分
類
す
る
代
り
に
、
「
法
則
定
立
的
」

(
n
o
m
o
t
h
e
t
i
s
c
h
)

科
学
と
「
個
性
記

述
的
」

(
i
d
i
o
g
r
a
p
h
i
s
c
h
)

科
学
と
に
分
類
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
形
式
論
理
学
の
用
語
を
用
い
て
表
現
す
る
な
ら
ば
、

の
科
学
の
目
標
は
、
全
称
必
然
判
断
で
あ
り
、
他
の
科
学
の
そ
れ
は
、
単
称
断
言
判
断
で
あ
る
。

こ
の
科
学
の
新
し
い
分
類
法
に
従
え
ば
、
心
理
学
は
普
遍
的
法
則
を
追
求
す
る
が
故
に
、
「
法
則
定
立
的
」
科
学
に
分
類
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
が
自
然
科
学
に
分
類
さ
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
精
神
科
学
に
分
類
さ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
は
、
最
早
問
題
に
な
ら

な
く
な
る
。

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
方
法
上
の
区
別
は
、
知
識
の
方
法
を
分
類
す
る
に
過
ぎ
ず
、
知
識
の
内
容
を
分
類
す
る
も
の

で
は
な
い
。
同
じ
対
象
が
法
則
定
立
的
科
学
の
対
象
と
さ
れ
る
と
共
に
、
個
性
記
述
的
科
学
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
い

う
こ
と
を
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
認
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
何
が
恒
常
的
で
あ
り
、
何
が
一
回
的
で
あ
る
か
は
、
対
象
を
ど
の
よ

う
な
観
点
か
ら
考
察
し
、
研
究
す
る
か
と
い
う
認
識
主
観
の
関
心
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
れ
と
相
関
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
生
物
学
に
つ
い
て
い
う
と
、
体
系
と
し
て
は
、
そ
れ
は
法
則
定
立
的
で
あ
る
が
、
発
生
学
と
し
て
は
個
性
記
述
的

94

あ
る
。

「
記
述
的
分
析
的
心
理
学
」

一
方
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ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
批
判
に
対
す
る
デ
ィ
ル
タ
イ
の
反
論
（
そ
の
一
）

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
批
判
に
対
す
る
デ
ィ
ル
タ
イ
の
反
論
は
、
先
ず
、
批
判
の
第
二
点
、
即
ち
、
精
神
科
学
の
取
り
扱
う
事
実
は
、

専
ら
内
的
知
覚
に
基
づ
く
の
で
は
な
い
か
ら
、
外
的
知
覚
と
内
的
知
覚
の
区
別
の
上
に
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
区
別
を
基
礎
づ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
批
判
に
向
け
ら
れ
る
。

先
ず
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
外
的
知
覚
を
「
感
官
の
中
に
現
わ
れ
る
印
象
が
、
自
己

(
S
e
l
b
s
t
)

と
は
区
別
さ
れ
た
全
体
〔
即
ち
、
対

(
1
4
)
 

象
〕
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
過
程
で
あ
る
」
(
<
"2
4
3
)

と
解
す
る
。
そ
し
て

(
d
a
s
 d
i
s
k
u
r
s
i
v
e
 D
e
n
k
e
n
)
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
知
覚
ま
よ
り
よ
く
理
解
さ
れ
、

て
外
界
の
認
識
が
拡
張
さ
れ
る
過
程
が
「
外
的
経
験
」

(
d
i
e
a
u
B
e
r
e
 E
r
f
a
h
r
u
n
g
)

と
呼
ば
れ
る
。

そ
れ
に
よ
っ

こ
れ
に
対
し
て
、
内
的
知
覚
、
あ
る
い
は
覚
知
(
I
n
n
e
w
e
r
d
e
n
)
に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
心
の
中
の
感
情
、
思
惟
作
用
、
意
志

作
用
に
注
意
が
向
け
ら
れ
、
そ
こ
で
「
内
的
過
程
や
内
的
状
態
の
構
成
要
素
相
互
の
間
に
成
り
立
つ
関
係
が
よ
り
は
っ
き
り
と
意
識
さ

れ
る
。
」
(
<
"2
4
4
)

そ
の
際
、
内
的
事
実
と
自
我
、
あ
る
い
は
自
己
の
意
識
と
の
結
び
つ
き
が
、
注
意
が
増
大
す
る
と
共
に
強
調
さ
れ
、

よ
り
は
っ
き
り
意
識
さ
れ
る
。
外
的
知
覚
に
お
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
注
意
は
わ
れ
わ
れ
の
外
の
対
象
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、

自
我
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
る
に
、
内
的
知
覚
に
お
い
て
は
、
注
意
は
外
的
知
覚
と
自
我
の
意
識
の
両
方
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
内
的
知
覚
も
論
弁
的
思
惟
に
よ
っ
て
連
関
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
過
程
が
内
的
経
験
と
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
で
「
心

(
1
5
)
 

的
事
実
」

(
g
e
i
s
t
i
g
e
T
a
t
s
a
c
h
e
n
)

と
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
感
覚
、
表
象
、
感
情
、
衝
動
、
意
志
作
用
で
あ
る
。
内
的
経
験
に
お
い

要
す
る
に
、
内
的
知
覚
は
反
省
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

―
つ
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
外
的
知
覚
が
論
弁
的
思
惟
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て
捉
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
「
心
的
事
実
」
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、
先
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
実
践
的
生
活
と
密
接
に
関
わ
る
。
例
え

ば
、
宗
教
的
人
間
が
自
分
の
内
的
経
験
に
つ
い
て
語
る
場
合
、
そ
れ
は
神
と
の
交
り
に
つ
い
て
の
、
自
分
の
敬
虔
な
意
志
に
対
す
る
情

念
の
戦
い
に
つ
い
て
の
、
我
意
と
利
己
的
情
緒
を
克
服
す
る
手
段
に
つ
い
て
の
思
い
廻
ら
し
を
意
味
し
て
い
る
。

デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、
内
的
経
験
の
概
念
は
、
自
己
を
よ
り
厳
密
に
知
る
の
に
役
立
つ
限
り
は
、
よ
り
理
論
的
な
方
向
も
含
ん
で

い
る
。
例
え
ば
、
内
的
経
験
は
す
べ
て
の
文
芸
の
根
底
に
あ
る
し
、
神
学
と
道
徳
の
某
礎
で
あ
り
、

精
神
科
学
は
、
こ
の
内
的
経
験
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
外
的
経
験
と
内
的
経
験
と
の
区
別
に
基
づ
い
て
、

科
学
を
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
に
分
類
す
る
自
分
の
試
み
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
。

彼
は
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
区
別
を
外
的
経
験
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
外
的
事
実
と
、
内
的
経
験
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
内
的

事
実
と
の
区
別
に
基
‘
つ
け
る
こ
と
に
は
、
何
の
問
題
も
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
し
か
し
、
精
神
科
学
が
自
然
科
学
と
何
の

関
係
も
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、
「
精
神
科
学
は
、
自
然
科
学
の
基
礎
の
上
に
、

感
覚
の
対
象
に
現
わ
れ
る
心
的
事
実
と
そ
の
連
関
、
更
に
、
物
的
事
実
と
の
連
関
を
研
究
す
る
の
で
あ
る
。
」
(
<
"2
4
8
)
 

精
神
科
学
の
区
別
は
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
い
う
よ
う
に
、
自
然
対
象
と
心
的
対
象
と
の
区
別
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
デ
ィ
ル

タ
イ
は
考
え
る
。
そ
も
そ
も
「
自
然
対
象
と
心
的
対
象
と
の
区
別
は
存
在
し
な
い
。
」
(
<
"2
4
8
)
 

自
然
科
学
と

の
印
象
が
、
自
己
(
S
e
l
b
s
t
)

と
は
区
別
さ
れ
た
も
の
と
関
係
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
感
覚
の
印
象
か

ら
、
空
間
連
続
性
に
お
い
て
完
結
し
た
持
続
す
る
全
体
、
即
ち
、
対
象
が
生
じ
る
。
そ
し
て
こ
の
対
象
の
連
関
が
自
然
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
対
象
(
O
b
j
e
k
t
)

と
い
う
言
葉
を
物
的
対
象
に
の
み
限
定
し
、
心
的
対
象
と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
、
そ
の

代
り
に
、
心
的
事
実
と
か
心
的
出
来
事
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
自
然
科
学
は
心
的
な
も
の
を
全
く
扱
わ
な
い
の
で

何
故
な
ら
、
対
象
の
概
念
は
、
感
覚

一
般
心
理
学
を
初
め
、
す
べ
て
の
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「
共
感
」

(
S
y
m
p
a
t
h
i
e
)

や
類
似
性
に
よ
っ
て
答
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

一
種
の
転
移

(
T
r
a
n
s
p
o
s
i
t
i
o
n
)

に
よ
っ

あ
ろ
う
か
。
自
然
科
学
が
、
法
則
に
従
う
自
然
の
因
果
連
関
を
独
立
の
体
系
へ
と
完
結
す
る
た
め
に
は
、
有
機
体
の
形
成
と
そ
の
段
階

的
発
達
に
影
響
を
与
え
る
心
的
要
因
の
代
り
に
、
脳
や
神
経
系
の
中
の
物
的
代
表
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

自
然
科
学
は
、
す
べ
て
の
心
的
過
程
は
随
伴
現
象
に
過
ぎ
な
い
と
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
的
出
来
事
の
隙
間
の
な
い
因
果
連
関

を
作
り
出
し
た
の
だ
と
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
い
う
0

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
こ
の
よ
う
に
随
伴
現
象
説
を
心
身
関
係
に
関
す
る
自
然
科
学
的
な

自
然
科
学
と
区
別
さ
れ
た
精
神
科
学
が
成
立
し
た
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
動
物
と
人
間
の
有
機
体
に
心
的
出
来
事
を
持
た
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
の
内
的
知
覚
の
生
の
表
現
に
基
づ
い
て
、
心
的
出
来
事
を
類
推
に
よ
っ
て
、
他
の

有
機
体
の
中
に
転
移
さ
せ
る
。
勿
論
、
有
機
体
が
人
間
以
外
の
動
物
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ
の
類
推
は
不
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
人

体
に
現
わ
れ
る
内
的
過
程
は
、
わ
れ
わ
れ
の
内
的
知
覚
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
内
的
過
程
と
全
く
同
質

(
g
l
e
i
c
h
a
r
t
i
g
)

で
あ
る
。
従

っ
て
、
心
的
事
実
は
す
べ
て
互
に
類
似
し
て
い
る
と
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
い
う
。
他
人
も
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
く
、
心
を
持
ち
、
心
的
事
実

を
持
つ
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
で
も
、
分
析
哲
学
の
中
で
「
他
人
の
心
」

(
o
t
h
e
r
m
i
n
d
s
)

の
問
題
と
し
て
盛
ん
に
論
じ
ら

れ
て
い
る
が
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
類
推
推
理
に
よ
る
証
明
を
認
め
る
が
、
別
の
箇
所
で
は
、
も
っ
と
直
接
的
な

以
上
の
点
を
整
理
し
て
見
る
と
、
心
的
事
実
に
は
二
つ
の
徴
標
が
あ
る
と
い
え
る
。
第
一
の
徴
標
は
、
そ
れ
が
内
的
経
験
の
中
に
与

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
内
的
経
験
に
お
い
て
与
え
ら
れ
心
的
事
実
は
、

て
他
の
対
象
に
移
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
心
的
事
実
の
第
二
の
徴
標
が
明
ら
か
に
な
る
。
即
ち
、
「
自
分
の
内
的
経
験
の
事
実
は
、

わ
れ
わ
れ
が
他
人
の
身
体
に
属
せ
し
め
る
心
的
事
実
と
同
質
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
自
己
の
内
的
経
験
を
そ
の
究
極
の
深

理
論
と
見
な
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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四

分
類
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
。

―
つ
の

み
に
到
る
ま
で
、
他
人
の
中
に
再
び
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
し
て
心
的
世
界
の
連
関

が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
」
(
<
"2
5
0
)

が
、
心
的
事
実
の
第
二
の
徴
標
で
あ
る
。

こ
の
心
的
事
実
の
連
関
及
び
精
神
的
世
界
の
連
関
を
認
識
す
る
科
学
が
精
神
科
学
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
精
神
科
学
は
、
そ
の
内
容

に
よ
っ
て
、
他
の
科
学
と
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
主
張
す
る
。
自
然
科
学
と
並
ん
で
、
心
理
学
、
文
学
、

歴
史
学
、
言
語
学
、
経
済
学
、
法
律
学
、
倫
理
学
、
神
学
、
美
学
、
論
理
学
、
国
家
学
等
が
存
立
し
、
そ
れ
ら
は
精
神
科
学
と
い
う
一

こ
う
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
の
区
別
は
、
内
容
に
関
す
る
区
別
で
あ
っ
て
、
認
識
方
法
に
関
す

る
区
別
で
は
な
い
。
も
し
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
こ
の
自
然
的
事
実
と
心
的
事
実
と
い
う
内
容
上
の
区
別
に
よ

る
分
類
の
代
り
に
、
認
識
方
法
上
の
区
別
に
よ
っ
て
学
問
を
分
類
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
分
類
根
拠
の
変
更
の
不
完
全
さ
が
、
下
位

一
般
心
理
学
、
精
神
物
理
学
、
社
会
心
理
学
、
比
較
心
理
学
は
、
内
容
上
の
分
類
に
従
え
ば
、

グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
ら
れ
る
が
、
認
識
方
法
上
の
分
類
に
従
う
と
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
0

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
批
判
に
対
す
る
反
論
（
そ
の
二
）

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
批
判
の
第
三
点
は
、
も
し
、
科
学
を
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
に
分
類
す
る
な
ら
ば
、
心
理
学
を
ど
ち
ら
に

分
類
し
た
ら
よ
い
か
が
明
ら
か
で
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
も
し
、
科
学
を
そ
の
方
法
に
関
し
て
、
法
則
定
立
的

科
学
と
個
性
記
述
的
科
学
に
分
類
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
心
理
学
は
疑
い
も
な
く
法
則
定
立
的
科
学
に
分
類
さ
れ
う
る
°
何
故
な
ら
、

心
理
学
の
方
法
は
徹
頭
徹
尾
、
自
然
科
学
の
そ
れ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

つ
の
連
関
を
な
し
て
い
る
と
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
考
え
て
い
る
°
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第
一
に
、
仮
り
に
、
心
理
学
の
方
法
は
自
然
科
学
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
主
張
が
正
し
い
と
し
て
も
、
そ
れ

は
、
科
学
を
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
に
分
類
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
と
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
い
う
。
天
文
学
と
生

物
学
と
は
、
ど
ち
ら
も
自
然
科
学
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
天
文
学
は
そ
の
理
論
と
並
ん
で
、
月
の
地
図
の
よ
う
に
単
称
的
な
も
の
の

記
述
を
含
ん
で
い
る
。
同
様
に
、
生
物
学
も
、
動
物
の
諸
機
能
に
つ
い
て
の
一
般
的
理
論
と
共
に
、
動
物
の
分
類
の
如
き
記
述
も
含
ん

で
い
る
。
従
っ
て
、
異
っ
た
方
法
を
持
っ
た
科
学
を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
は
問
題
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
心
的
過
程
を
研
究
対
象
と

こ
と
は
、
非
常
な
混
乱
を
招
く
も
の
で
あ
ろ
う
」
(
<
"2
5
5
)

と
デ
ィ
ル
タ
イ
は
主
張
す
る
。

第
二
に
、
心
理
学
の
方
法
は
法
則
定
立
的
だ
と
い
う
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
主
張
そ
の
も
の
が
反
駁
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な

ら
、
認
識
の
仕
方
は
認
識
の
内
容
に
よ
っ
て
規
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
自
身
、
自
然
科
学
の
目
標
は

法
則
で
あ
り
、
歴
史
研
究
の
目
標
は
人
物
(
G
e
s
t
a
l
t
)

で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
個
人
の
評
価
、
単
一
な
も
の
の
記
述
、
類

似
の
も
の
の
比
較
、
最
後
に
、
単
一
性
、
段
階
付
け
、
類
似
性
へ
と
向
け
ら
れ
た
因
果
的
考
察
」
は
歴
史
と
は
切
り
離
せ
な
い
も
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
こ
そ
、
比
較
心
理
学
の
な
す
べ
き
仕
事
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
心
理
学
の
方
法
は
徹
頭
徹
尾
、
自
然
科
学
の
そ
れ
で
あ
る

と
い
う
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
主
張
は
一
面
的
で
あ
り
、
誤
っ
て
い
る
。

ま
た
「
自
然
科
学
に
お
い
て
は
、
思
惟
は
特
殊
な
も
の
の
確
認
か
ら
、
普
遍
的
関
係
の
把
握
へ
と
進
む
が
、
歴
史
に
お
い
て
は
思
惟

は
特
殊
な
も
の
を
愛
惜
に
満
ち
て
描
き
出
す
こ
と
に
固
定
さ
れ
る
」
と
い
う
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
科
学
観
そ
の
も
の
が
、
デ
ィ
ル
タ

イ
に
よ
れ
ば
、
真
理
の
一
面
に
過
ぎ
な
い
。
も
し
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
い
う
通
り
だ
と
す
る
と
、
経
済
生
活
の
諸
法
則
を
探
究
す

す
る
科
学
を
引
き
裂
い
て
、

「
心
理
学
と
い
う
甚
礎
科
学
を
、

そ
れ
と
の
生
き
生
き
し
た
関
係
を
必
要
と
す
る
諸
科
学
か
ら
切
り
離
す

こ
の
批
判
に
対
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。
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る
と
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
い
う
0

か
ら
で
あ
る
。

る
経
済
学
も
心
理
学
と
同
様
、
自
然
科
学
に
分
類
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う

0

自
然
科
学
も
単
に
法
則
定
立
的
で
な
い
よ
う
に
、
精
神
科
学
も
単
に
個
性
記
述
的
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
で
は
一
般
的
な
も
の

と
個
体
化
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
と
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
主
張
す
る
。

デ
ィ
ル
タ
イ
の
反
論
の
こ
の
部
分
は
、
ヴ
ィ
ル
デ
ル
バ
ン
ト
の
主
張
の
誤
解
に
基
づ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
ヴ

ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
自
身
、
生
物
学
は
全
体
と
し
て
は
、
法
則
定
立
的
で
あ
る
が
、
発
生
学
は
個
性
記
述
的
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た

こ
う
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
、
方
法
に
よ
る
学
問
の
分
類
の
提
案
を
批
判
し
、
改
め
て
内
容
の
原
理
に
従

っ
て
、
す
べ
て
の
科
学
を
先
ず
、
自
然
科
学
と
精
神
科
学
と
に
二
大
別
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
内
容
の
本
性

に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
連
関
を
探
し
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
内
容
上
の
同
質
性
が
成

り
立
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
引
き
裂
い
て
は
な
ら
な
い
。
」
(
<
"2
5
8
)

「
分
類
は
、
そ
の
中
で
同
質
性
の
故
に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
、

で
き
る
だ
け
包
括
的
な
言
明
が
可
能
に
な
る
い
く
つ
か
の
領
域
を
作
り
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
諸
科
学
を
内
容
に
関
し
て
分
類
す
る
こ
と

は
、
真
理
の
増
大
に
役
立
つ
が
故
に
、
そ
れ
は
諸
科
学
の
た
め
に
な
る
」
(
<
"2
5
8
)

と
デ
ィ
ル
タ
イ
は
い
う
0

こ
れ
に
対
し
て
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
精
神
科
学
の
中
の
法
則
定
立
的
な
部
分
を
自
然
科
学
に
算
え
入
れ
る

こ
と
は
、
真
理
の
増
大
と
い
う
科
学
の
目
標
に
何
も
役
立
た
な
い
。
し
か
も
、
歴
史
を
体
系
的
精
神
科
学
か
ら
切
り
離
し
、
精
神
科
学

の
体
系
的
部
分
を
、
単
一
的
な
も
の
と
そ
の
比
較
に
向
け
ら
れ
て
い
る
歴
史
的
部
分
か
ら
切
り
離
す
結
果
、
生
じ
る
不
利
は
明
白
で
あ
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言
語
で
い
い
表
し
た
も
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

科
学
的
説
明
に
つ
い
て
の
両
者
の
理
解
と
論
争
の
デ
ィ
ル
タ
イ
ヘ
の
影
響

最
後
に
、
科
学
理
論
の
立
場
か
ら
、
こ
の
デ
ィ
ル
タ
イ
と
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
論
争
を
考
察
し
て
見
た
い
。

先
ず
第
一
に
い
え
る
こ
と
は
、
新
カ
ン
ト
派
の
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
方
が
デ
ィ
ル
タ
イ
よ
り
も
ず
っ
と
明
確
に
自
然
科
学
の
論
理

学
理
論
で
よ
く
論
じ
ら
れ
る
科
学
的
説
明
の
一
部
に
し
か
当
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
彼
が
科
学
的
説
明
、
特
に
、
因

果
的
説
明
の
論
理
的
構
造
を
正
し
く
把
え
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
『
歴
史
と
自
然
科
学
』
の
中
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
因
果
的
考
察
に
お
い
て
は
、
ど
の
特
殊
な
出
来
事
も
―
つ
の
三
段
論
法
の
形
を
と
る
。
そ
の
大
前
提
は
、

―
つ
の
自
然
法
則
、
あ
る
い
は
、

い
く
つ
か
の
法
則
的
必
然
性
で
あ
り
、
小
前
提
は
与
え
ら
れ
た
条
件
、
あ
る
い
は
、
こ
の
よ
う
な
条

(
1
6
)
 

件
の
全
体
で
あ
り
、
結
論
は
現
実
の
個
別
的
出
来
事
で
あ
る
。
」
こ
の
文
の
初
め
に
あ
る
「
因
果
的
考
察
」
と
い
う
語
を
、
「
因
果
的
説

明
」
と
い
う
語
に
い
い
直
し
て
見
る
と
、
こ
の
文
は
、

そ
し
て
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
、
科
学
的
説
明
の
中
に
、
個
性
記
述
的
な
命
題
が
含
ま
れ
る
こ
と
、
そ
れ
故
に
、
そ
れ
が
完
結
し

た
も
の
で
あ
り
得
な
い
と
主
張
す
る
。
彼
は
、
先
に
引
用
し
た
個
所
の
す
ぐ
後
で
、

は
、
法
則
定
立
的
な
意
味
で
は
、
わ
れ
わ
れ
が
化
学
・
物
理
的
法
則
と
し
て
表
現
す
る
、
爆
発
可
能
な
物
質
の
本
性
で
あ
り
、
他
の
個

(
1
7
)
 

性
記
述
的
な
意
味
で
は
、
個
々
の
運
動
、
火
花
、
震
動
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
」

例
え
ば
、
あ
る
特
定
の
気
体
の
爆
発
の
原
因
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
次
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
水
素
と
酸
素
の
混

的
構
造
を
把
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五

次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
あ
る
爆
発
の
原
因

い
わ
ゆ
る
ヘ
ン
ペ
ル
1
1
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
の
「
科
学
的
説
明
の
論
理
」
を
日
常

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は

一
寸
見
る
と
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
「
法
則
定
立
的
」
と
い
う
概
念
は
、
現
代
の
科
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う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、

科
学
的
説
明
の
論
理
的
構
造
に
つ
い
て
は
、

殆
ど
何
も
語
っ
て
お
ら
ず
、

従
っ
て
、
彼
が
自
然
を
説
明
す

合
気
体
は
、
も
し
誰
か
が
火
花
を
飛
ば
す
な
ら
ば
、
爆
発
す
る
。
水
素
と
酸
素
の
混
合
気
体
が
存
在
し
、
且
つ

A
君
が
火
花
を
飛
ば
し

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
因
果
的
説
明
に
お
い
て
、
大
前
提
と
小
前
提
と
の
間
に
は
何
ら
因
果
関
係
は
な
く
、
従
っ
て
、

も
し
、
更
に
、
「
何
故
、

A
君
が
火
花
を
飛
ば
し
た
の
か
」
と
い
う
問
い
が
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
に
対
す
る
原
因
（
あ
る
い
は

根
拠
）
を
探
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
場
合
、
究
極
の
根
拠
は
見
出
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
て
因
果
的
説
明
は
必
ず
し

そ
の
究
極
の
根
拠
に
ま
で
分
析
す
る
の
に
、

役
に
も
立
た
な
い
。
そ
れ
故
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
歴
史
的
に
経
験
さ
れ
た
も
の
の
中
に
は
、
不
可
解
さ

(
U
n
b
e
g
r
e
i
f
l
i
e
h
k
e
i
t
)
、

何
か
言
明
し
得
な
い
も
の
、
定
義
し
得
な
い
も
の
の
名
残
り
が
残
っ
て
い
る
。
…
•
•
•
こ
の
把
え
難
い
も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
意
識
の
前

(
1
8
)
 

に
、
わ
れ
わ
れ
の
本
質
の
無
原
因
性
、
即
ち
、
個
人
的
自
由
の
感
情
と
し
て
現
わ
れ
る
。
」

こ
の
よ
う
に
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
因
果
的
説
明
は
歴
史
的
出
来
事
に
適
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
完
結
し
得
な
い
と
考
え
る
。
そ

し
て
、
そ
の
理
由
は
、
自
由
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
行
為
は
、
因
果
的
に
説
明
さ
れ
得
な
い
か
ら
で
あ
る
°
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
、

カ
ン
ト
主
義
者
ら
し
く
、
こ
こ
に
科
学
的
思
惟
の
限
界
を
見
出
す
。
彼
は
「
こ
こ
に
科
学
的
思
惟
の
限
界
点
の
―
つ
が
あ
り
、
そ
こ
で

は
、
そ
れ
は
、
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
意
識
し
な
が
ら
、
僅
か
に
課
題
を
規
定
し
、
問
い
を
立

(
1
9
)
 

て
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
で
、
こ
の
講
演
を
締
め
括
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
『
諸
想
』
の
中
で
は
頻
繁
に
「
説
明
す
る
」
(
e
r
k
l
a
r
e
n
)

と
か
「
説
明
的
」

(
e
r
k
l
a
r
e
n
d
)

と
い

る
と
い
う
場
合
、
彼
が
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
象
と
し
て
意
識
に
与
え
ら
れ
て
い
る
事
実
を
、
推
理
あ
る
い
は
仮
説
的
な
法
則
に

も
完
結
し
な
い
。
「
個
々
の
時
間
の
中
に
与
え
ら
れ
た
も
の
を
、

法
則
へ
の
包
摂
は
何
の

た
。
故
に
、
そ
れ
は
爆
発
し
た
。
」
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よ
っ
て
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
が
全
体
と
し
て
因
果
連
関
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ

尤
も
デ
ィ
ル
タ
イ
が
比
較
心
理
学
や
歴
史
に
お
い
て
、
「
因
果
的
考
察
」
を
認
め
て
い
る
箇
所
が
、
『
個
体
性
』
論
文
の
中
に
見
出
さ

れ
る
。
「
個
体
の
評
価
、

単
一
な
も
の
の
記
述
、
類
似
の
も
の
の
比
較
、
そ
し
て
、
単
一
性
、
価
値
の
段
階
付
け
、
類
似
性
に
向
け
ら

れ
た
因
果
的
考
察
は
、
比
較
心
理
学
と
歴
史
と
に
共
通
で
あ
る
。
」
(
<
"2
5
6
)

こ
の
「
因
果
的
考
察
」
と
い
う
言
葉
が
、

た
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
用
語
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
直
ち
に
判
定
し
難
い
が
、
少
く
と
も
こ
の
「
考
察
」
を

「
説
明
」
と
置
き
換
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
こ
で
は
説
明
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
す
、
法
則
に
つ
い
て
は
何

デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
個
体
、
あ
る
い
は
個
別
的
現
象
を
因
果
的
に
完
全
に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ソ
ト
の

主
張
を
受
け
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
は
ヴ
ィ
ソ
デ
ル
バ
ン
ト
と
は
違
っ
て
、
個
体
化
が
ど
の
よ
う
に
し
て
有
機
体
の
世
界

や
人
間
的
歴
史
的
世
界
の
中
で
行
わ
れ
る
か
を
別
の
仕
方
で
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

個
体
化
を
説
明
す
る
第
一
の
原
理
は
、
人
問
本
性
の
同
質
性
、
あ
る
い
は
斉
一
性
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
「
精
神
科
学
に
お
い
て
ほ
、

ど
こ
で
も
、
同
質
性
・
斉
一
性
・
規
則
が
ど
の
範
囲
ま
で
個
性
的
な
も
の
を
規
定
し
て
い
る
か
、
ど
の
点
か
ら
実
定
的
な
も
の
、
歴
史

的
な
も
の
が
現
わ
れ
る
か
を
回
っ
て
争
わ
れ
る
。
」
(
<
"2
6
8
)

そ
し
て
、
個
体
化
そ
の
も
の
が
科
学
の
対
象
に
な
る
の
は
比
較
の
方
法
に

よ
っ
て
で
あ
る
と
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
精
神
科
学
全
体
の
基
礎
科
学
と
し
て
の
心
理
学
も
、
比
較
科
学
と
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
精
神
科
学
の
こ
の
傾
向
を
助
長
し
、
こ
の
方
向
へ
の
進
歩
を
促
進
す
る
の
に
貢
献
で
き
る
だ
ろ
う
と
デ
ィ
ル
タ
イ
は
い

も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

る。

先
程
引
用
し
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か
で
あ
る
。

迫
る
だ
け
の
重
要
さ
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

一
九

0
五
年
か
ら
一
九
一

0
年
頃
ま
で
の
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
最
晩

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
批
判
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
方
法
の
変
更
が
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

比
較
の
方
法
は
、
必
然
的
に
類
型

(
T
y
p
u
s
)

の
概
念
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
ほ
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
よ
れ
ば
、

等
の
自
然
科
学
の
方
法
と
し
て
確
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
近
代
に
お
い
て
は
、
比
較
の
方
法
を
説
明
の
方
法
と
共
に
用
い
た

の
は
生
物
学
、
特
に
生
物
学
的
形
態
学
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
有
機
的
世
界
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
個
体
化
が
な
さ
れ
る
か
を
研
究

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
科
学
は
精
神
科
学
と
の
境
界
線
す
れ
す
れ
の
と
こ
ろ
ま
で
近
づ
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
対
応
し
て
、
人

間
と
社
会
に
も
比
較
の
方
法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
こ
の
同
じ
方
法
が
ど
の
よ
う
に
精
神
科
学
に
も
転
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
を
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
(
<
•
3
1
6
)

と
い
う
文
章
で
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
『
個
体
性
』
論
文
は
結
ば
れ
て
い
る
°

し
か
し
、
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
こ
の
記
述
的
分
析
的
比
較
心
理
学
に
よ
っ
て
精
神
科
学
の
客
観
的
妥
当
性
を
根
拠
づ
け
よ
う
と
い
う
中

期
の
試
み
を
放
棄
し
て
一
九

0
0年
以
後
に
は
、
解
釈
学
に
よ
っ
て
精
神
科
学
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
試
み
る
。

＝
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
の
批
判
の
影
響
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
が
、

デ
ィ
ル
タ
イ
解
釈
学
の
中
心
問
題
と
も
い
え
る
個
体
の
理
解
の
問
題
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
注
意
を
改
め
て
向
け
さ
せ
た
の
は
、
む
し
ろ

ま
た
、
精
神
科
学
の
自
然
科
学
と
の
区
別
の
問
題
に
関
し
て
も
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
の
批
判
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
に
改
め
て
反
省
を

年
の
著
作
を
集
め
た
『
全
集
』
第
七
巻
の
中
に
『
精
神
科
学
の
区
別
』
と
題
す
る
論
文
が
四
篇
も
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら

ギ
リ
シ
ャ
人
が
、
彼
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注(
1
)

バ
イ
ニ
ル
ン
州
の
テ
ー
ゲ
ル
ソ
湖
南
方
約
一

0
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
保
養
地
。

(
2
)

「
あ
の
書
物
」
と
は
『
精
神
科
学
序
説
』
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
3
)

『
個
体
性
』
論
文
の
第
一
章
を
指
す
。
『
デ
ィ
ル
タ
イ
全
集
』

(
W
i
l
h
e
l
m

D
i
l
t
h
e
y
,
 
G
e
s
a
m
m
e
l
t
e
 
S
c
h
r
i
f
t
e
n
)

第
五
巻
、

ペ
ー
ジ
か
ら
二
五
八
ペ
ー
ジ
ま
で
。

(
4
)

ヴ
ン
ト
の
『
論
理
学
』

(
L
o
g
i
k
.
2
 Ed
e
.
)

の
第
二
巻
を
指
す
。

(
5
)
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ
ル
タ
イ
と
。
ハ
ウ
ル
・
ヨ
ル
ク
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ァ
ル
テ
ン
プ
ル
ク
伯
と
の
往
復
書
簡
』

(
B
r
i
e
f
w
e
c
h
s
e
l

z
w
i
s
c
h
e
n
 

W
i
l
h
e
l
m
 D
i
l
t
h
e
y
 u
n
d
 d
e
m
 G
r
a
f
e
n
 
P
a
u
l
 
Y
o
r
c
k
 v
o
n
 W
a
r
t
e
u
b
u
r
g
 1877'1897• 

H
r
s
g
.
 v. 
S
i
g
r
i
d
 
v. 
d. Schulenburg• 

H
a
l
l
e
,
 

1923• 

Neudruck• 

H
i
l
d
e
s
h
e
i
m
/
N
e
w
 Y
o
r
k
,
 
1
9
7
4
)
一
八
八
ペ
ー
ジ
以
下
。

(
6
)
『
デ
ィ
ル
タ
イ
全
集
』
第
五
巻
、
四
二
三
ペ
ー
ジ
°

(
7
)

『
往
復
書
簡
』
、
二

0
ニ
ペ
ー
ジ
。

(
8
)
前
掲
書
、
同
ペ
ー
ジ
°

(
9
)
そ
れ
で
は
、
何
故
、
ミ
ッ
シ
ュ
は
一
八
五
五
年
十
月
十
三
日
の
書
簡
の
中
で
、
デ
ィ
ル
ク
イ
が
挙
げ
て
い
る
標
題
に
し
な
か
っ
た
の
か
と
い

う
疑
問
が
生
じ
る
。
実
際
、
『
個
体
性
』
論
文
を
読
ん
で
見
る
と
、
こ
の
書
簡
の
中
で
述
べ
ら
れ
た
標
題
も
、
適
切
で
な
い
こ
と
が
分
る
。
つ

ま
り
、
こ
の
標
題
で
は
、
「
歴
史
・
文
学
・
精
神
科
学
の
研
究
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
歴
史
に
つ
い
て
は
ま
と
ま
っ
た
叙
述
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
精
神
科
学
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
第
五
章
も
途
中
で
中
断
さ
れ
て
い
る
。

(10) 
W
i
n
d
e
l
b
a
n
d
,
 

W., P
r
a
l
u
d
i
e
n
.
 
T
u
 bi
n
g
e
n
,
 
1
9
2
4
.
 
B
d
.
 
II, S. 142. 

(
1
1
)
I
b
i
d
.
 

(12)

『
デ
ィ
ル
ク
イ
全
集
』
第
五
巻
、
一
三
九
ペ
ー
ジ
を
指
す
。
以
下
、
『
全
集
』
の
巻
数
を
ロ
ー
マ
数
字
で
、
ペ
ー
ジ
数
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で

表

わ

す

。

}

(
1
3
)
p
r
d
i
u
d
i
e
n
.
B
d
．
巳
S
・
1
4
3
.

(14)

〔
〕
の
中
は
筆
者
の
補
足
°

(15)

本
論
文
で
は
〈
geistig)

と
い
う
ド
イ
ツ
語
を
殆
ど
「
心
的
」
と
い
う
日
本
語
に
翻
訳
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
原
論
文
に
お
い
て
デ
ィ
ル
ク
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イ
は
こ
の
語
を
広
い
意
味
で
使
っ
て
お
り
、
「
心
的
」
と
訳
す
方
が
原
意
に
近
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。

(
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p
r
包
良
官
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d
.
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5
8
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I
b
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d
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1
8
)
I
b
i
d
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5
9
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1
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